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【彙報】 

≪史資料邦訳≫ 

１．学説彙纂第５０巻第１６章邦訳・・・・・・・・・・・・・・・粟辻悠（1） 

２．『学説彙纂』第１７巻第１章（委任訴権又は委任反対訴権）邦訳……林智良（100） 

≪書評≫ 

３．菅尾暁｢家子の組合契約に基づく債権の相殺可否と追認担保について｣ 

・・・・・・・・・・・・川島翔(163) 

４．石田真衣『民衆たちの嘆願：ヘレニズム期エジプトの社会秩序』…佐々木健（168） 

５．渡辺理仁「「再発見」以前のローマ法」、 

同「ビザンツ帝国における「法の手引」の変遷」・・・・・・・・関雄介（189） 

６．毛利晶『一つの市民権と二つの祖国』・・・・・・・・・・・藤野奈津子（243） 

７．田中実「ローマ法大全における盗訴権と占有についての覚書」……宮坂渉（312） 

８．西村重雄「学説彙纂研究の比較私法史断章」・・・・・・・・・・・吉原達也（331） 

９．Morton, James, ‘Byzantine Religious Law in Medieval Italy’・・・・渡辺理仁（355） 

≪学界動向≫ 

１０．第 43 回ドイツ法史家大会（チューリヒ）参加記・・・・・・・勝又崇（365） 

１１．日本ローマ法研究会第６回大会・・・・・・・・・・・・・・・・川島翔（372） 

１２．スペッロ便り 2022・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐々木健（387） 

１３．SIHDA（国際古代法史学会）2022ブリュッセル大会参加記………吉村朋代（396） 

１４．第６回大会（日本ローマ法研究会）プログラム・報告要旨集・・・・・（404） 

≪追悼≫ 

１５．柴田光蔵教授追悼の辞・・・・・西村重雄, 吉原達也, 林智良, 佐々木健（428） 

１６．｢引渡された traditum est｣者の一人として―Eric Pool先生追悼……宮坂渉（436） 

≪編集後記≫ 


